
第４学年 2 組 道徳科学習指導案 

                             

１ 主題名  友だちのことを考えて Ｂ【友情・信頼】 

  教材名  「絵はがきと切手」 

２ 主題設定の理由 

 

【教材の価値】 

○ 友だちに切手の料金不足について本当のことを言うか悩む主人公に、共感しながら考えることができる

教材である。もし、自分だったら、友だちに切手のことを「言う。」か「言わない。」か、考えをつくり、

友だちと対話することで、ねらいとする友情・信頼の理解に向けて内面的な自覚を深めていくことができ

る。 

○ 友だちに関するアンケートの結果から、自分自身のこれまでの友だちとの関わりを振り返るとともに、

これからの自分について考えることで、友情・信頼について価値を自覚し、実践への意欲を高めていくこ

とができる教材である。 

【内容項目に関して】 

○ 友情とは、友人間で互いに通じ合う人情のことである。友情を育むためには、互いによく理解し、信頼

し、助け合うことが大切である。そのために、友だちのよさを発見することで理解を深めたり、よりよい

友だち関係の在り方を考えたりすることが必要になる。これらは、豊かに生きる上で、互いに成長し切磋

琢磨する関係を築くために大切なものになる。 

○ 本主題に関しては、第 3 学年では、友だちのことを大切にできなかったときの後ろめたさを考え、互い

に信頼し、助け合おうとすることの大切さについて学んできている。これらの上に立ち、信頼している友

だちだからこそ、言いにくいことも言えることが分かり、よりよい関係を築こうと考えることができるよ

うにする。また、第 5 学年で、異性を正しく理解し、互いのことを尊重できるようにする学習や、友だち

関係を築いていくためには、相手の立場になって信頼し合うことが大切であるという学習につなげていく。 

【見方・考え方を深める「対話」】 

本時指導にあたっては、まず、「つかむ段階」で、友だちに関するアンケートの結果をもとに、これまでの

自分と友だちとの関わりを想起させることで、本時学習のめあてをつかむ。次に「深める段階」では、主人

公と自分を置き換えて考え、自分の体験をもとに話し合うことができるようにする。また、「ひろ子さんは、

正子さんが何を『きっとわかってくれる。』と思ったのでしょう。」と深める発問を行い、友だちだからこそ、

相手のことを考えて行動することが大事であると気付き、友情・信頼の価値を明確化する。そして、「みつめ

る段階」では、これまでの友だちとの関わり方について自分の体験を振り返り、これからの友だちとの関係

の築き方を考えることで、実践への意欲を高めることができるようにする。 

対話１では、主人公と自分を置き換えて、自分だったら友だちに本当のことを言うか考える活動を仕組む。

対話することで、友だちだからこそ、相手のことを考えて行動することが大事であることに気付かせ、ねら

いとする友情・信頼の理解に向けて、内面的な自覚を図る。 

対話２では、友情・信頼の価値理解をもとに自分を見つめ、これまでの自分はどのように考えていたか（行

動していたか）、どのように深まっていったか、これからの自分はどのように実践していきたいか考える活動

を仕組む。対話することで、互いの考えやこれから取り組んでいきたいことを知ることができ、自他の考え

の深まりや対話のよさを実感することで、これからの実践の意欲を図ることができる。 

【子どもの実態】 

○ 本学級の子どもたちは、去年からの持ち上がりのクラスということもあり、友だち同士で仲よく遊んだ

り、互いに助け合ったりして生活することができている。しかし、行動面で間違いをした友だちに自分が

思ったことを言えないこともある。 

○ これまでの経験をもとにして、自分の考えを友だちに話すことができる。しかし、友だちの意見を聞い

て、それに対する自分の意見を話したり、疑問に思ったことを質問したりすることができないこともある。 

○ 道徳的価値に気付き、自分のこれまでの姿を振り返って、できなかったことをどうすればできるように

なるか考えることはできている。 

 



３ 本時 平成 30 年 6 月 27 日(水) 第 5 校時 於：4 年 2 組 

４ ねらい 

 ○ 友だちだからこそ、相手のことを考えて行動することが大事なことであると分かり、よりよい関係を築こ

うとする態度を育てる。 

 ○ 主人公の立場になり、自分だったら本当のことを言うか考えをつくることで、友だちと対話して友情・信

頼の価値を見いだし、これまでの生活経験における自分のよさや不十分さを振り返って、本当の友だちとは

何か感得することができる。 

５ 準備物 挿絵 学習プリント アンケート結果 

６ 展開 

展開 学習活動と内容 主な支援（※主要発問） 
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１ 事前にとったアンケートの結果を提示して、友だちが間違えた

ときの経験を想起し、本時のめあてを立てる。  

・勉強のときは言えるけど、行動についての間違いは言えない

こともある。 

・友だちと一緒なら言えるけど、一人では言いにくい。 

 

 

 

２ 教材「絵はがきと切手」をもとに、ひろ子の気持ちや考えにつ

いて対話し、友情の価値を明らかにする。 

  ○正子さんから手紙をもらったときのひろ子さんの気持ちを考

える。 

  ・こんなにきれいな手紙を送ってくれてありがとう。 

  ・正子さんにお礼の手紙を書きたいな。 

  ○正子さんの手紙について、お母さんとお兄さんの意見を聞い

た場面で、自分だったらどうするか考え、根拠を明らかにし

て対話する。                《対話 1》 

 

 

 

 

 

 

 

  ○「正子さん、きっとわかってくれる。」と思ったひろ子さんの

気持ちを考え、友だちのことを考えて行動することの大切さ

を話し合う。 

  ・正子さんのことを考えて切手のことを教えたこと。 

  ・言いづらいことだけど、自分のために言ってくれたこと。 

 

 

 

３ これまでの自分を振り返りながら、これからの自分の生き方に

対する思いや願いをもち、友だちと対話する。    《対話 2》 

  ○見いだした道徳的価値をもとに「今日の学習で」を書く。 

  ○友だちと対話して、実践意欲を高める。 

  ・今までは、楽しいことだけ話せるのが友だちだと思っていた。

今日の学習で、友だちのことを考えて行動することが大事だ

と分かった。これからは、友だちが間違えた時には、嫌な気

持ちにならないように教えてあげたい。 

○ これまでの自分の経験を想

起することで、めあてを立て

ることができるように、事前

にとったアンケートの結果を

提示する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 自分が「ひろ子さん」の立

場だったらどうするでしょ

う。 

○ 自分に置き換えて考えるこ

とで、これまでの生活経験か

ら根拠を明らかにできるよう

にする。 

○ 「ひろ子さん」の心情を具

体的にとらえられるように、

「心情円」を掲示する。 

 

 

※ 「ひろ子さん」は、正子さ

んが何を「きっとわかってく

れる。」と思ったのでしょう。 

○ 主人公が友だちの何を信じ

ることができたのかを捉えさ

せることで、相手のことを考

えて行動することの大切さに

気付かせる。 

 

 

○ 自分自身との関わりで道徳

的価値を自覚し、実践の意欲

をもつことができるように、

グループで自分の考えを発表

した後、全体で交流させる。 

 友だちだから、どうすればいいか考えよう。 

 友だちだからこそ、相手のことを考えて行動することが大事。 

正子さんに言う 

・正子さんがこれから間違わない

で済むから。 

・話さないといつまでも気になる

から。 

正子さんに言わない 

・これくらいのことは言わなくて

もいい。 

・正子さんに嫌われて、仲が悪く

なるかもしれない。 
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友だちだからどうするべきか考え悩む。 
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よりよい友だち関係 

友だちのことを 

考える。 


